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れる。授業デザインの中には教員よりフィードバック
を受ける機会が授業プログラムに含まれている。学習
者の努力と達成に対する肯定的な気持ちが強化された
ことが動機づけになったと評価した。
　一方で「自信：Confidence」は中央値が3.3点であっ
た。「自信：Confidence」は成功の体験を重ねること
により「やればできる」という確信・実感をもつこと
である。質問項目の「私はこの授業をうまくやる自信
があった」、「この授業の内容は、私にとってあまり
にも難しかった」の中央値が3.0点であり、オンライ
ン授業に対してどのように学習に臨めばよいのか、う
まく授業をやっている実感がなかったものと推察され
る。学習環境の変化に応じて学生が自分自身を統制し、
オンラインでの学習に適応できるような支援や成功体
験に気づけるようなアプローチに改善が必要であった
と評価した。

Ⅴ．今後の課題
　　構築した授業デザインは学生の自己評価では学習目

標到達を実感させるものであった。教員による他者評
価との比較が今後の課題である。構築した授業デザイ
ンは学生の興味・関心をひきつけて、やりがいや満足
感を得られることで動機づけることができた。しかし、
学生は自信が持てない中でオンラインの実習に取り組
んでいた可能性があり、オンライン上の学習において
の検討課題である。また、今回の授業デザインは結果

の整理までとなった。オンライン実習におけるデザイ
ン原則の提案に向けて引き続き検討していく必要があ
る。
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